
令和４年度「自己評価結果報告書」
学校法人　上平井幼稚園

取組み内容

1 職員研修の充実

子どもたちの保育環境をより整
える為、教員の為の研修を充実
させる。
・SI遊びの園内研修を実施する
・臨床の先生をお招きし、発達に
関する研修を受ける

A

●SIあそびの研修では、学年や子ども一人ひとりにより、様子が異なるので
様々なパターンが学べた。
●コロナということもあり、外部の先生を招いての研修が行えていないがｍ
自園内研修を通して、先生方で共通理解をすることができ、実際の保育に
活かすことが出来ていたと思う。
●SI研修で意見を交わすだけでなく、普段の保育において撮影したビデオ
を用いて進め方を確認するなどして、学ぶことができた。
●SI研修を受け、実際にアドバイス頂いたことを保育の中で実践できた。

2 園児の安全確認

・幼稚園バスに園児を置き去りに
しないよう十分注意する。
・園外保育等における場面の切
替わりにおいては園児の人数確
認を行う。
・園児の所在を絶えず把握する。
・園庭、園舎内にて園児が怪我
等することがないよう配慮する。
・欠席連絡のない園児について
は電話連絡等し所在の確認を行
う。

A

●バス乗車の子は名簿で毎回チェック、無断欠席の子には必ず連絡を入れ
ている。また、このような対応の内容を保護者に配信することで安心してい
ただけているのではないかと思う。
●欠席者確認やバス乗車時の点呼等職員全員で取り組めていると思う。園
外保育においても人数確認がしっかりできている。
●園外保育ではもちろん、園庭からお部屋に戻る時も人数確認をして入室
をしている為、園庭に残っているということがなく、保育することができてい
る。
●以前からバスに乗る先生は添乗の仕方を年度の初めに初めてバスに乗
る前に教わり、複数人で乗って練習をしていたり、メール連絡や電話連絡を
確認していたので良かったと思う。

Ⅰ．教育目標

Ⅲ．評価項目と取組み状況

評価項目 取組み状況

Ⅱ．本年度の重点的な目標

当園ではこの度、令和４年度の幼稚園学校評価として、教職員による自己評価を実施いたしました。教職員一人ひとりが、自らの

教育活動や園運営の状況を振り返ることで、自身や園全体を見つめ直すいい機会となりました。

また、それぞれの評価結果について、皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性などを明らかにすることができ

ました。この自己評価の結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境の整備、教職員の資質向上に努めてまいります。

①人間形成の基礎を育てる

幼稚園とは、子ども社会の中でお互いの心や身体の痛みを知り、成長していく場所。まわりの子ども達との関わりの中でやさしさ、思いやりの心を育み、

相手の気持ちを察することのできる子に育つよう指導・援助していきます。

②豊かな表現力を育てる

音楽表現、絵画・言語表現、身体表現など、自分の気持ちをあらゆる方法で表現する子どもは、さまざまな活動を通じて成長します。しかし、結果重視の

教育では表現の幅を狭め、才能の芽を摘むことにもなりかねません。プロセスを大切にし、時間をかけて適切に指導・援助していきます。

③たくましい心と体を育てる

心の成長に、身体の成長は欠かせません。「本来のたくましさとは感情の豊かさである」と考え、子どもの「やってみたい」を大切に、体力・運動能力の

向上を図っています。2歳児から5歳児まで、それぞれに独自のカリキュラムを用意し、個々の特性に応じて指導・援助していきます。

④自ら考え、自ら判断し、行動できる子を育てる

脳が急速に発達する幼児期は、思考力、想像力、判断力を育てるのに最適な時期です。当園では、教師と子ども達が共感し合い、「気づき」と「発見」

を喜び合う『SIあそび』を通じて、幼児が自ら学んでいく力を育て、個々の特性に応じて指導・援助していきます。

●職員研修の充実

●園児の安全確認

●食育の充実

●地域への情報発信
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令和４年度「自己評価結果報告書」
学校法人　上平井幼稚園

取組み内容

3 食育の充実

教職員と栄養士・調理スタッフと
の協力・連携体制を整え、子ども
達の「選食力」「食事のマナー」
「文化の伝承」へとつなげる。ま
た、ご家庭への食育に関する情
報発信を充実させ、保護者との
共通理解を深める。

A

●給食の会社が変わり、味やメニューなどに変化があった事で、子どもたち
の興味が深まっているように思う。「これ何？」と新しい食材について尋ねる
姿もある。
●ただ食べるだけでは子供に伝わらないこともあるので、教師の口からさり
げなく伝えるよう心がけた。
●見た目も味も楽しめる給食でおかわりにくる子が増えた。食育を各学年
ごとに異なる内容で実施できているのも新鮮で良いと思う。
●ふりかけ作りや味噌づくり、さんまの日などで実際に食材に触れることで
自分で作ったという達成感から食に対し興味を持つことができたと思う。

4 地域への情報発信

地域に根付く教育機関として、園
の活動・方針を広く地域に発信
し、地域の子育てに貢献する。
・HPの内容を充実させ、より多く
の方に見て貰えるようにする。
・インスタグラムを使った情報発
信を継続・内容の更なる向上を
図る。

A

●行事や活動の際に撮影した写真をHPにアップすることで保護者の方や
地域の方に園での様子をお伝えできている。
●インスタグラムに乗っている動画は、園の雰囲気が伝わりやすくて良い。
●掲示板を毎月替えたり、SNSなどで情報を発信したり、園のことを知って
もらえるツールがたくさんあって良いと思う。
●子ども達の保育中の姿をさらにわかりやすく、伝わりやすく、動画で収め
たり、写真も活動ごとに、忘れず撮ることができた。

Ａ 十分達成されている

Ｂ 達成されている

Ｃ 取組まれているが、成果が十分でない

Ｄ 取り組みが不十分である

1 職員研修の充実

2 園児の安全確認

3 食育の充実

4 地域への情報発信

以上

Ⅴ．学校関係者の評価
R5年　3月
保護者代表5名に紙面にてヒアリング

１．園が自己評価で設定した目標・計画は適切であったか。
全員が適切に実施しているあるいは概ね適切に実施されていると判断した。
・人間形成の大切な幼児期に必要なかかわりが多方面からアプローチされている。
・家庭と園が情報共有して、園児の個別性を重視した教育・援助がされていると感じる。
・取り組み内容が地域の中でも大変高い水準にあると、改めて感じました。
・取り組み課題に関しては、もう少し細かく設定していく必要がある。そうすることで評価や次年度への課題がもっと具体的に見えてくるのではないかと思う。

２．評価結果の内容は適切であったか
全員が適切に実施されていると判断した。
・バス乗降時の先生方のやり取りを見ていても、細かい申し送りが行われており、万が一を未然に防ぐための努力が感じられる。
・夏に園ﾊﾞｽに関する取組についてのお知らせがあり、迅速で的確な取り組みに安心感を覚えました。
・家で大人の味だからと出しにくい食材もおいしく調理して旬のお野菜なども新しい味の発見につながったと思います。

３．今後、取り組むべき課題は適切に設定されているか
4名が適切に実施しているあるいは概ね適切に実施されていると判断した。1名より課題の指摘があった。
・目標達成に向けた課題が明確化されていない、評価Aだけれど、課題がある部分をよく話し合い、より良い園づくりへつなげてほしいと思います。
・課外教室の部分も写真があると良い。
・現状でも多くの取り組み・努力をされており、保護者としては大変有り難いですが、今後の課題において先生方への負担が大きすぎなければ良いなと思います。
・園内外の研修に積極的に参加し、教育者としてさらなる向上を目指し、他園ではみられない園の特色については充実を図ってほしい。

４．今後園に期待することがあれば教えてください。
・インスタグラムの発信など知らない方もいるので、保護者の方へも様々な活動を積極的に発信することで、保護者のより深い理解になり、口コミとしても、
　アピールしていけるのでは？と思います。
・上平井幼稚園に入園して本当に良かったと思っている。今後も先生方一人ひとりが常に問題意識をもち、目標を掲げながら、日々園児と関わって行ってほしい。
・コロナで規制されていたことも少しずつ緩和しながら園生活をさらに充実させるよう、新しい形で検討していってほしい。
・お友達と遊ぶ際にみんなルールを守り、ごめんねやありがとうと子ど場を交わす姿に先生方が常日頃から見守り、指導してくれているのだなと感謝しています。
　他に道路交通マナーやお店でのマナー等道徳を学ぶ時間があればいいなと思います。
・園庭に様々な木や植物が植えてあることに気づき、各樹木に名前のプレートが付いているといいなと思います。
・歴史ある幼稚園なので末永く誇りを持って存続していただきたいと思います。

評価項目 取組み状況

【評価の基準】

Ⅳ．今後取り組むべき課題

●臨床の先生を招いた研修は、AM保育という短い時間でなく1日保育の様子も診てもらうことでよりよいアドバイ
スをもらえると思います。
●教材のイラストが現代とはまた違ったもの(電話機等)なのでわかりずらいところがあるように感じる。
●SI遊びの研修だけでなく、様々な分野の研修を受けてみたい。
●園外の研修会もあれば、より様々なことを学べるのではないかと思う。

●出席・欠席の管理、バス停変更の確認等、クラスに1台パソコンやスマホを用意して、もっとスムーズに行えると時
間短縮になると思う。
●新年度はどうしても離室する子がいるので、特に年少→年中の2人体制から1人担任になるところでどのように
全体と個を見ていったら良いか、もし人数に余裕があれば各学年でフリーの先生を置いて、個の対応が必要な子に
ついて一人ひとりの安全を確保していけると良いと思う。

●SNSを更新しているので、もっとたくさんの方に見ていただけたら良い。広め方等の工夫が必要。
●上平井幼稚園独自の良いところ(SIあそび等)もSNSにてもっとアピールしても良いかなと思う。そういったところ
に目をつけて興味を持ってくださる方もいるかなと思う。

●メニューの発表やどんな具材があるのか、食事のマナーなど各クラスでのお話でゆとりを持って伝えていけると
良い。
●食への意欲が持てるよう、栄養についてや食べるとどんな良いことがあるかなども伝えていけると良い。
●料理長メニューなど目で見て楽しめるもの、季節を感じるものがあり良いと思うが、子どもがあまり食べないもの
や配膳が難しいの２点の課題を感じた。配膳の見本があると良い。
●黙職も緩和傾向にあるが、コロナ前に比べるとやはり会話は少ない。ご家庭で会話をしながら食事をすることが
重要だと思う。
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